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平成28年 7 月 1 日

１
１
２
６
年（
大
治
元
年
）６
月
１
日
に
平
常
重

は
大
椎（
現
在
の
千
葉
市
緑
区
大
椎
）か
ら
千
葉

（
現
在
の
千
葉
市
中
央
区
亥
鼻
付
近
）に
本
拠
を
移

し
、
初
め
て「
千
葉
」を
名
乗
り
ま
す
。
こ
れ
が
千

葉
氏
の
誕
生
で
あ
る
と
と
も
に
、
千
葉
市
の
町
の

始
ま
り
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
そ
れ
か
ら
８
９
０
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
常
重

は
自
ら
の
所
領
を
鳥
羽
上
皇
に
寄
進
し
、
下
総
国

で
最
大
級
の
庄
園
と
な
る
千
葉
庄（
現
亥
鼻
付
近
）

を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

千
葉
氏
の
勢
力
拡
大
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て

有
名
な
の
が
、
常
重
の
息
子
で
も
あ
る
千
葉
常
胤

で
す
。

常
胤
は
、
１
１
８
０
年（
治
承
４
年
）に
石
橋
山

の
戦
い
に
敗
れ
安
房
に
逃
れ
て
き
た
源
頼
朝
に
い

ち
早
く
味
方
し
、
頼
朝
の
信
頼
を
得
て
鎌
倉
幕
府

の
成
立
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
功

績
に
よ
り
、
常
胤
は
下
総
国
・
上
総
国
を
は
じ
め

東
北
や
九
州
地
方
に
も
所
領
を
与
え
ら
れ
、
千
葉

氏
の
勢
力
を
固
め
て
い
き
ま
し
た
。
後
に
所
領
は

６
人
の
子（
千
葉
六
党
）に
分
け
ら
れ
、
千
葉
氏
は

有
力
な
御
家
人
と
し
て
全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。

《
参
考
文
献
》「
千

葉
氏 

鎌
倉
・
南
北
朝

編
」千
野
原
靖
方
／

著 

崙
書
房 

他

千
葉
氏
の
ゆ
か
り
は
千
葉
市
の
市
章
に
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
千
葉
氏
は
妙
見
菩
薩
を
守
護

神
と
し
て
信
仰
し
、
家
紋
に「
月
星
紋
」を
使
用
し

て
い
ま
し
た
。
現
在
の
千
葉
市
章
は
月
星
紋
と
千

葉
市
の「
千
」の
字
を
組
み
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
マ
ン
ガ「
千
葉
常
胤
公

も
の
が
た
り
」の
発
行
や
、
千
葉
開
府
８
９
０
年

を
記
念
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ノ
レ
ー
ル
の
運
行
の

開
始
、
更
に
今
年
の
８
月
21
日（
日
）に
は「
千
葉

氏
サ
ミ
ッ
ト
」の
開
催
な
ど
、
千
葉
市
の
魅
力
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

平
安
時
代
末
期
か
ら
戦
国
時
代
末
期
ま
で
下
総

国
や
上
総
国
の
一
部
を
支
配
し
、
関
東
の
名
族
と

し
て
重
き
を
な
し
た
千
葉
氏
武
士
団
の
成
立
か
ら

発
展
、
滅
亡
ま
で
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
全
国

的
規
模
に
広
が
っ
た
一
族
の
武
士
団
が
果
た
し
た

業
績
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
千

葉
氏
と
妙
見
信
仰
の
関
係
や
千
葉
氏
の
家
紋
に
つ

い
て
も
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
幕
府
成
立
の
功
労
者
の
一
人
と
し
て
、
常

胤
の
家
系
を
た
ど
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
生
活
環
境

や
御
家
人
と
し
て
の
側
面
か
ら
人
物
像
を
描
い
て

い
ま
す
。
本
文
に
見
出
し
が
あ
り
、
読
み
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
に
、
千
葉
氏
の
守
護
神
で
あ
っ
た

「
千
葉
妙
見
」の
由
来
を「
絵
」と「
詞
書
」で
あ
ら

わ
し
た『
紙
本
著
色
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
』（
千

葉
県
指
定
有
形
文
化
財
、
坂
尾
山
栄
福
寺
所
蔵
）

を
、
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
が
調
査
研
究
・
複
製

製
作
し
、
図
版
に
し
た
資
料
で
す
。
図
版
編
と
解

説
編
、
詞
書
解
読
編
に
分
か
れ
て
お
り
、
千
葉
氏

と「
妙
見
」の
関
係
を
絵
巻
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
千
葉
氏
に
つ

い
て
の
資
料
や
千
葉
市
内

の
文
化
財
、
市
の
歴
史
等

に
関
連
す
る
資
料
は
、
千

葉
市
立
郷
土
博
物
館
で
展

示
・
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
他
に
も
、
千
葉
市
図
書
館
で
は
千
葉
氏
に

関
す
る
資
料
を
た
く
さ
ん
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

千
葉
市
は
千
葉
氏
ゆ
か
り
の
市
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
す

２
０
１
６
年
は

千
葉
開
府
８
９
０
年
で
す

千
葉
市
図
書
館
所
蔵
の
千
葉
氏
関
連

資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す

「
上
総
下
総
千
葉
一
族
」

 
丸
井 

敬
司
／
著　

新
人
物
往
来
社

「
千
葉
常
胤　

人
物
叢
書 

新
装
版
」

 

福
田 

豊
彦
／
著　

吉
川
弘
文
館

「
紙
本
著
色　

千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
」

 

千
葉
市
立
郷
土
博
物
館

千葉常胤像
（安西順一作・郷土博物館蔵）

千葉市章

千葉開府890年
ロゴマーク

千葉市立郷土博物館
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Ｔ
Ｍ
Ｋ
！ 

○図
書
館
○マ
ナ
ー
○向
上

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
温
か
な
心
配
り
で
、
よ
り
居
心
地
の

よ
い
図
書
館
を
み
ん
な
で
作
っ
て
い
き
た
い
」と
い
う
思
い
か

ら
、
図
書
館
を
ご
利
用
い
た
だ
く
際
に
、
皆
さ
ん
に
心
が
け
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
タ
イ
ト
ル
の「
Ｔ
Ｍ
Ｋ
」は
、「
図
書
館
マ
ナ
ー
向
上
」の
略
で

す
。

第
９
回　

借
り
た
本
は

 

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
…
！

皆
さ
ん
は
借
り
た
本
を
ど
の
よ
う
に
ご
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て

い
ま
す
か
？

先
日
、
本
を
借
り
に
来
た
お
子
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
図
書
館

に
よ
く
来
て
く
れ
る
そ
の
子
は
、
借
り
た
本
を
い
つ
も
道
具
袋

に
入
れ
て
持
っ
て
帰
り
ま
す
。
そ
の
日
は
雨
で
、
そ
の
子
は
借

り
る
手
続
き
を
済
ま
す
と
カ
ウ
ン
タ
ー
の
職
員
に
言
い
ま
し
た
。

「
今
日
は
、
ス
ー
パ
ー
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
持
っ
て
き
た
の
。
雨
に
濡

れ
た
ら
本
が
か
わ
い
そ
う
だ
も
ん
。」そ
し
て
、
借
り
た
本
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
か
ら
、
い
つ
も
の
道
具

袋
に
入
れ
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

本
は
、
と
て
も
水
に
弱
い
も
の
で
す
。
一

度
水
に
濡
れ
た
本
は
元
に
戻
ら
ず
、
カ
ビ
が

生
え
て
し
ま
う
と
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
特
に
梅
雨
に
多

い
雨
の
水
濡
れ
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
付
い
た
水
滴
で
濡
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
借
り
た
本　

濡
ら
さ
ぬ
よ
う
に　

ビ
ニ
ー
ル
袋
」

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
温

か
な
心
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
28
年
２
月
６
日（
土
）
〜
２
月
12
日（
金
）に
来
館

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、「
千
葉
市
図
書
館
利
用
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。

配
布
数
２
，
１
２
２
件

回
収
数
１
，
９
６
４
件
、
回
収
率
92
・
６
％

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
よ
り
よ
い
図
書

館
に
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、

千
葉
市
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
う
ち
、
図
書
館
の
運
営
改
善
に

つ
な
が
っ
た
主
な
例

【
平
成
24
年
度
】（
稲
毛
図
書
館
）月
曜
祝
日
の
時
は
開
館
し

て
く
だ
さ
い　

↓
26
年
度
か
ら
、
地
区
図
書
館
も
祝
日

開
館
と
な
り
ま
し
た
。
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日
が

休
館
日
と
な
り
ま
す
。

【
平
成
25
年
度
】（
美
浜
図
書
館
）夜
間
も
返
却
可
能
な
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い　

↓
施
設
改
修
を
行

い
、
26
年
度
か
ら
、
高
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
閉

館
後
の
夜
間
も
、
返
却
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
で
は
、
毎
年
夏
に
親
子
お
は
な
し
会
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
高
校
生
が
語
る
お
は
な
し
会
、
親
子
図
書
館
た

ん
け
ん
ツ
ア
ー
、
子
ど
も
一
日
図
書
館
員
や
工
作
教
室
な
ど
36
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
、
延
べ
１
，
８
４
２
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の
方
か
ら「
と
て
も
良
か
っ
た
」と

の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

事
前
申
込
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
千

葉
市
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
各
図
書
館
に
ご
確
認

の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

図
書
館
に
は
、
夏
休
み
の
宿
題
に
役
立
つ
資
料
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
自
由
研
究
や
読
書
感
想
文
に
、
ぜ
ひ
図
書
館
の
資
料
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
夏
こ
そ
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
!!

ま
た
、
秋
に
は
、
子
ど
も
読
書
ま
つ
り
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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図書館だよりへの広告を募集して
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集しています。
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電話 043－287－3980

≪千葉市図書館HP≫

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
27
年
度
千
葉
市
図
書
館
利
用
ア
ン
ケ
ー
ト

夏
休
み
は
図
書
館
へ
！

 

〜
図
書
館
を
フ
ル
活
用
し
よ
う
!!
〜


